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IV- 9 A STUDY OF BEAM BLOW-UP IN THE TOHOKU LINAC

Abstract

This paper describes the various kind o£ approaches to the beam blow-up phenomenon 

in the Tohoku Linac. The RF characters between door-knob type coupler and cavity 

type one was compared arround the beam blow-up frequency. The Brillouin diagram 

for the НЕМц modes of the buncher was obtained. The beam blow-up frequencies for 

the many temperature combinations of the accelerating tubes were measured.
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§  I . 加 遽 管 一 導 波 管 モ ー ド 变 狭 # 、ガ… フ•ラー）と B B U について

電去りこアッフで13艽電力の クライ入トロ ) 又は？ブ，ネト□ンがらのR F t 乃を 

方?形導渡管5用い ' 求で專\。籽分钟丨こІІ碟渡管のモード( Т Е  ) と加速管のモ一 

ド С Т М ) とのセード鎌跋扒义导で，ある。 別してドアノ г 雙と空胴莖炉用い 

ら：Кている。 尨 断 の ニ 了 ッ フ で (1建設# 沒ぴそ(7)1受t o 間の槲蒼ゐと 

含めてド'了ノァ髮t 株用していたが、觀 4 -  S与凳注した加速詧では空酸を薜用して 

いる， 今©ロ  ：:のモード変^恭 の̂RF#1'主と 

m mベた。 定柱妁с 矛 іыг . в в и  ш т  
マイ7 a 炎が加遽管肉с Ш і т: 埸合 

(斗• 36rHz к 、ノ ド，）モード吏換器部で反鼻:Гすれば加速 

笮肉部の電界がЖ くч 0 棱進波型 b B > u z ^ h K 飧幅1  

( 7 丨レナ它フション） を起レ易 

く な ん В В  и の周玫教辛（г і Е И и 乇ード）のマイク I]

した加速詧では空廳を薜用して

Ш Ш Я

я ш Щ

2 ：直 I ドアノァ埏变換卷の 

欢 ( l i b 来 5 丁速く加遽％外 (、龙す ‘ と が 、ヒ ー ム ヒ P F 特 性 и 牛H足パンド、
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В  В  и のマイ，7  а 波しの相互作用インじ一ダンス ш <

す る ご る V 規 在 鋪 研 で 用 い て い る т Ш о  

乇一 К 变换綠 IこつぃてR F 铮性を测定した。 写 真 I i i  

ドアノア；ц 真 2 ( 1 空)]聽 で あ i 。.繼 丨 I 头丨こ 

女 刚 г / 伽 で ？一 ガ ー 節 織 は 斗 З О О М Н гで あ る /

叉べ一又》インIU4Hこ上からI d̂ur gである，刺定用の 

尊波f 魏 UWRJ —4^用いて4.3етНг芩での刺走痕尽 | 2 空胴噯實換蟓の 

鼓上げるよ ) I:絲 咏 ，г:。 钱 丨 か ら 钊 る こ と m ■ ( 斗•刚ぇんンド） 

U4.3々H2芩のマイ7 а茇はドT ノアのところて' ( iとんど反m vSW Rで(1約*70)3扒 

てし录りことで.ある。 逆ド肉側_ 細 为 ы г ы てさたものロ入□のド了ノアШ Й  
でhx i  tb  ̂ 土入口の变孩С で反Iすご：Кたマイ7D破は抓逑智の甲でビルド7%アТ 
Ы  l \ z ^ h . こ；К(こ对して写真之；！)、ら刊ふことは、空胴雙の变搜綠でЯНЕИ ііモ一 

ドの周淡数蒂でもl/SW RllそКほど香化1Tf (て、マイクD泼は容易に誠するこ匕が、尤來 

ることであふこの ; ^ 丨こは6 6> UのマイクQ渡のビ)しドアッフ旧そ№ 1 小で’く (邊
о вви і ^ т і ^ Ф і / < гП о

f こて*於̂ はド了ノア望:モードz变換器の卜丨E鬥丨, モ一ド)可焚数等て'の特柱の砍害を試 

hh 。 寺す•■账ト 'T ノアの導策蒼と加速養のt l 空月同の間の于个スクに107# !で' 
(йХР^Ж)の礼を閘丨1て4.3守H zでの教兮•を穴きくする：：とを企てんが 

度は非常に小でく , ごの方穴で(1隹瘦でめること 

が刮フた'  鱗 （k/И.) U h U l O H に 

4 ■の礼'をf# 7るの1ШШьк̂ ン它，レされて 

т く7гふことが，、た。 そこH r 間隔でm  
の礼$闍 (すム谇合:こつぃて减的祥參インじ。— ヴ 

ンスі^ т щ ы ンじーヴン尺の!л をit專レた 

Ьのを牙| 図に示す。 この阁ォら[J電気旳錄公 

л ѵ) U戯 й难令の太が '痕糾て'！)◊、各Ші：秉厶

釣 嫁 ^に匕㈧でよいこ匕が、判 ）た ン 才 i f 1  ̂ / L
縣気雜電気妁綠合イ化、グンスの比
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姿痛I

/ \

Tf孓ク(П外緣丨ン5 /て土耒ふだЯ又きな#i合)І切 欠 ？

&1才[7た， Ту、 1く 二マ，、П 眼と呼ぶ)をІ? ' て 轉 營 に  

荖着した時めRFШ І ^ ：写 具51ニ示した。 横 种IX1̂ 
мнг. оій̂；、\一又巧гじ丨1上 か らI oUe gでл  
こ Кがら利 h ： さ Y 、f z が 、

堂 N 翌 の 乇 一 ド 变 略 . と{ Ш Ф І^ Ж 沢 b ることで丨 

あ ん 又 加 速 の 周 汝 数 （ で の \J s  w R  U  

考調整匕： 构 9 4 らいあつ、卜. 了ノフU モード突 

換 2 っ の 周 流 辦 で ' ? 〜+ ンフ泛 г ることの■ し〉

をадて敢とら卜/ ^ りニ了…フで，k了 ノ ア 髮 り 4場各は、 

彐ー丨コッパ雙のほとLむ空 _蹩じ波い4;の1こ か 、叉U4.3QHZ帶成分だげと到樹の 

絲合樣でとリ土 ttるオ式を号і々17 Ьは，ならない》

М 3

й:茛さп  т:ドアノフ"聖变換樣の 

R F # i ' £ 、斗. 3令гідノくンド;)

І 2 • Кン千マ- < f ) K FMと В> В Uい ついて

E>a>uがある敗の加速養で後 it菠秃I辰
C BWO)のメ刀ニス:ムで■ す6と1ЫХ、 

葙互作用の長い加逢管ほと*ДИ % い專ボ釦ら 

社ている• い又周じ長 :5の力ш і箸々Л は 

のエキ)レヤー*0低い才が起丨)冬 い。_  

ЩФ丨） ニ 'Тッフわ續合 , I WIの加速養扒12本 

(А 4 » 、2 机の训遂管狖(2冬 （В音М ヒ ' 

アリК ン千飞一、ベン今ャ 一 , E G S 闬加速 

笮 か ら 構 成 ;5扒ていし上遂の / П ニ々厶 

を考t 土なら杉妤の最初の加速肩、A部の氣 

初の卯遠管又はベン千X - がそめ枝捕として 

奪【下ら：К 厶。 ：：こでК 、ノナX — をとり上1Т 

て授忖した、孩理所 (Аバン十 t 一はモード芡
オ 2 Ш
ノぐіЛх一のН E fiuモードの分4敢特十主
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空胴®で、咖遽空爾u 定インビー产ン人望で.あク. 空肭玟は尤入口のモー卜•変_  
令で含めて？面であも。 : のべン十г 一のН ЕИ ііモードの分敢特性の刺定賴杲をオ之 

®(こ示1； 10個の英振厕浪数の肉ん傾しめ寶别出来なかフたが、и ニヽ栗法で，要搌周玫 

数を半:め/̂
用いた式卩十：6U 十(XI Oo (户 d)f CU coo С 2 声 Л )十• • • • •で、h 6 lb t (kẑX:
で卞令て、あイこ/ 得らh /こ籽果 I: (Xo-斗2u . o i l  ± o.z\7mi
众丨： §^.241  ̂ 0. 0U = 11•彳71 І  О . зН И Н гるある。 加逢の周波数

г^ШНі  ̂2%/̂ モードでの位相速良はо л а (こ屢んであケ、 н е м 丨丨モ，卜、の 

植相速度もオг  ©(こ示し/^

管 + 飲からの入 ! ^ 風 は ？ o k  v ( # ニ か 竹 ) で あ し 後 識 衆 昨 I I 域 о  く / ^  くルで 

B>P> U の周渡数 ; 知 ：斗3 0 2  •ぐИ Н и はイ細遽度が 2 . 1 にも^ 9 、/ぐンチャ一含 +  (- Ж  i> 

I 冬との位相の / г レ （ス Г у ビンア ' ファクタ一）は 0 С = " | ^ Ч 卜 I t ) マ“ 3 0 とケる。

裡难で、ВЗІІのそ搌電衆/を打4 すると° Ĵ o() =〔卜咖0<-士《泰 00/2(认/兀ゾ 
ニ 一0 .0 0 4 4 - < 0 1 Ч а . В  В> и Ш ^ Ф Ш  р Ы >0 の杀f f  を満していない。

斗 で モ ー ド f 拽恭が完_ 寸であ扒n  ノ<ン千ャ一肉Iこは定在敗沪 

発:生する。 この定在浪とビームの担互作■でВ В Ѵ 2 ドある』う

1 : 脊 ，減 Хі • y- f̂vi) • л/о わ 可 j食 卜 (か  2• ( ゎ抓) t j ^  ト（0(， )j > |

で 芋 え ら れ ん こ ：：で乙 \ ，2 & 1 5 で扒1?：̂ の空間高娴滾で*のインビーダソ又である。 

к ⑷ : 誉 { ( 卜 _ )  j 泰 盔 г  - 、̂ Ы で、あク岑ぐの場令は， ： 1 2兀でи

Рь/ps _ 电る爲の | J 0 中U [~0.0044Za 一 0:0 І72ІѢ  十び03 J1a j なので' Z.A,

Z & しだV で、はT ラ叉になШ  2л, НВ丨ふ实教许{ニ合tT і  К ラ/ - ヌでh () 、焚在は 

务ク13：これれ闇する奴族I  

もレВ В иがバン. Y —肉で，楚生しI いるとす扒ぼM らか め方逢で， ャ一のR F輿 

逢を变t てや扒ぼ秦氏u の 衡 に ，がいない• 舞々(1Кン千ャ一の 

退茂Л変化:5ザて周波_ の变化^ 酬兔じた. 葙料の0 F H  с (ПШМЩ. I. Ь^ ІО-у^ 

がらノぐン —  の温衷を充ぶて变也;！ITてで:К (壬 才 I进枞でロ
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35
Т (°С)

Л5

I. 62 X 10" X̂ Г х 4^0^MHz : 340 кНг ашы ̂  , 隻驗のI f果

の範圓（t  ІоокНг ) 以上の变忆は絶ら扒々か，た。

从 上 (： よ ◊ 日в и із к ン 十 ャ ー 牵 摊 (こ^  ѵ 匕 耗 論 とК ふ。

(MHz)

§ 3 .  т т ^ Ш ^  в в и

前 章 で 迷 べ た よ 、11:ノぐン十ャ- Ь 減 _  і  Г°с,

I trて В> В С Щ Ш І 波較：Ш变 化 し な r  ,  fz ：

炙iこA鈐の最初のw速崔（4|)が е>в>иを発振している 

т а і があるので、残 0 »加邊養（/U〜ВмОの盔度と 

40;し一定Iこしたまま、バ у̂ г\ - t  A\城 營 の 域  

を斗01 5■。し匕变化さІГТ В В Uの周破鼓?!剷定し/:#、

ごК で、も 变 化 れ 4 、か ， / ^  B  & U の梵振周浪敦於 

加逮營の逼度の变化（デ 1 メンジ 、 >  の 变 化 ）Iこ も て  

_ 匕するこ t を破め！)た め 、ベ V + t 一  の 這 戾 h 斗0 X  

一定とし、雜遠管全卸の道麦を 4 0 t  Г じの乾® Й で变也 

さサ广こ鋒のВВ>  і) Щ уШ 色:1 3 図 Iこ示す: この図:!)、ら

о к н  е  (p韓 解 泰 穿 г й 了葺し к ш м ш  一 7 2 к  Ы ^ т - т і  ：と Ъ。

之К т  Щす：NJ；訓連播肩じの奢_ のЖ)逢^ がBBUを艰獄しているかをつざしめふこと 

が也彔4匕秀m u 連笮を7 ライ人トо ン每に4本ブつの太粗丨こ猶愛して、特定囉の 

}Щ ^т\丨レアを辨めて、Щ1)の約遂營の洚皮をヤf し又tT—f し变化：tcてВ В Uの瞥 

糊波较を訂 )-た， 耔乘と彔丨Р示 t  の耝は雯1こI本づつ辆分Vて釗定を

行V た， この釗定睬，)二了ッフのRFの于ュ一ラ^ー をバ、さくと，) 、

バルアを辨めた І І і Щ т іの翁Ж Ш れ ん む き 匕 し な い 匕 为 i x  h ^ } 素 中 Н і З  4 0 ° 0  

し I U S U 寞 珠 し 、厨 渡 較 仍 方 ほ Н ル > 4  3 0 2  • h И  H z 、 L i t  < 4 3 0 2 . 5 ' и  b t

味 又 H しの了ンダー 7 インぼ К ル 7 、を辨めてある：: 匕 t ホしている •

# 杉и  г 加 猶 勘 务 中 1辜 だ 々 し て ぃ る 匕 方 t  w ぼ 、素 1 1 3 之о 入 方 I t m  

Ш і й ^ л ：£ 嫂通录と觅Ц  ：: 匕狖i t 来る。 この1 ^ 1 1 とヽ丨つの入力がインバーデ

お I罵狐の造度と
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一を連して尤刀Iこつなが，ていることに相当? る。 #1定私杲ゲらB&ヘ^の财紅栌焱も 

BBUの驚瑪周渡鼓に対？ふ音+於）̂ いらしい於、匕机か1本丨こ(1特定尨朱，f ゎ、，т:9 
认上の变較鮮来と贷帑(TV遷転時の初朗调整によフて各&リ 発 電 洗 痕 が ゲ な 9変化 

するこ匕がら、ビーム1;イX：, ビーム外。ジシ3 、ノが屑碌レてUも可煎指が残いので，、冷 #： 

Q ?Tネット、入т アウン/ 等との間А 丨こついても追衣していく犯零がある…
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